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質の高い在宅介護の実現
バイタルセンサーの活用ご提案
～自立支援と介護の質向上を目指して～

株式会社ソラスト

株式会社Z - W o r k s
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SOLASTO CORPORATION

在宅介護における環境整備の必要性
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日本と海外の介護事情 (在宅死亡率)

日本海外

＊１医療経済研究機構「要介護高齢者の終末期における医療に関する研究報告」（2002）を参考にソラストが作成

住み慣れた自宅で最期を迎えるには、要介護度の進展を抑制するとともに、
要介護度が進展しても安心して自宅で暮らせる在宅ケア体制の構築が重要

＊２人生の最終段階における医療の普及･啓発の在り方に関する検討会：平成30年３月を基にソラスト作成

スウェーデンやオランダなどは地方自治体が率先して在宅
でのケアが進んでおり、在宅での死亡率が高い 自宅以外で医療・療養を受けること、または最期を迎えることを希望した理由（国民）＊２

在 宅 死 亡 率＊１

日本では最期を在宅で迎えるにあたり
本人や家族の負担、在宅ケアにおける体制
に不安を感じている人が多い
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在宅介護の環境整備の必要性
在宅においてもテクノロジーの活用による生産性向上、業務プロセス改善が必要
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SOLASTO CORPORATION

国内における介護ICTの取り組み
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国内の介護現場の課題解決への取り組み

介護現場の生産性向上の促進 科学的介護の推進（LIFE）

介護現場の課題解決の政策として、人材不足を補うための生産性向上のためのICT・センサーの活用や、データの
提出とフィードバックの活用によって、ＰCDAサイクルの推進とケアの品質向上を図るLIFE（科学的介護情報シス
テム）の取り組みが始まり、介護報酬の改定や補助金にも盛り込まれている
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ソラストが取り組んでいる科学的介護

経験的ケアからデータに基づいたケアへ転換
誰が見ても同じ評価が可能

集積デー
タ数値化・
DB分析

仮説構築

実地検証

エビデンス
構築

ソラスト
DB蓄積

多くの
介護現場
で実践

定性ではなく定量評価 介護品質の向上と標準化

当社の約20施設で
共同研究・実証中栄養管理

認知機能ADL向上

介護の質向上

医療施設でも使用する栄養スクリーニング
ツールを用いて通所介護利用者の栄養管理
をネスレ日本と実施

東京都栄養士会の管理栄養士による訪問
指導により利用者の低栄養状態早期発見と
栄養補助食品の早期介入によるサルコペ
ニア・フレイル予防に取り組む

認知機能に効果があるトレーニングプログ
ラムを国立大学と共同開発。トレーニング
開始前後の認知機能を定量評価することで、
トレーニングプログラムの効果を測定し、
科学的根拠に基づいた通所介護向け認知
機能向上プログラムを利用者へ提供を
めざす

通所介護利用者の運動機能維持向上を
目的にモーションセンサーアプリを活用した
身体機能の可視化を国立大学ベンチャーと
実施
リハビリ経過の視える化による動機付け支
援をはじめ、個人の体力に応じたリハビリ
プログラムを今後提供できるか検証中

居室にバイタルセンサーを設置し、利用者
の睡眠の質や心拍、呼吸数、離床回数を
モニタリング。転倒事故防止やスタッフの
業務効率化などにも寄与できるか検証中

訪問介護における独居高齢者の見守りに
おいても実証検証計画中
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入居系施設でのセンサー活用事例

夜間の覚醒回数・トイレ利用回数の多い利用者は、転倒リスクが高い（転倒事故による骨折で寝たきりに
なるなどの重症化リスク）。日中の生活リズムデータをもとに介入前後で、バイタルデータの変化を検証、
因果関係をチェックする。（ケアプラン変更・睡眠薬の投与が実際に効果あったのかどうかのアセスメント
データ）
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ソラストにおける科学的介護の目指すべき姿

状態A 状態B

認知機能

ADL

栄養状況

生活状況

認知機能

ADL

栄養状況

生活状況

定量指標を策定することで、誰が見ても同じ評価となり、ご利用者の状態を解析しやすくする
医療側の定量指標を導入することで医療介護間を同じ指標で評価・観察が可能となり医療介護連携充実
科学的根拠に基づいた介護サービスを提供することで利用者の介護の質を向上させていく

住み慣れた地域で最期まで生活できる体制を構築していきたい

集積デー
タ数値化・
DB解析

仮説構築

実地検証

エビデンス
構築

ソラスト
DB蓄積

多くの
介護現場
で実践
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SOLASTO CORPORATION

在 宅 介 護 の 課 題
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在宅介護の課題

訪問型サービス

居宅介護支援
利用者

ケアマネジャー

家族

訪問介護・訪問看護・訪問入浴
訪問リハビリ など

通所型サービス

通所介護（デイサービス）
通所リハビリ・ショートステイ（短期宿泊）など

福祉用具貸与 複合型サービス

福祉用具レンタル 小規模多機能型居宅介護

 高齢者人口の増大に合わせて独居世帯、老老介護も増加し家族の負担が増大している
 自宅で安心して過ごせる環境整備が不十分でやむなく施設介護を選択するケースも発生
 本人や離れて暮らす家族から正しい情報を得れずケアマネジャーが適切なケアプラン策定に難渋
 閉鎖的空間でのサービス提供による利用者からのハラスメントも昨今対応に難渋するケース増加

在宅介護の各サービス
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安心して自宅で最期まで生活できる環境構築
自立支援とQOL向上を目的とした居室内センサーの活用
ヒアリングだけでなく定量データ取得による精度の高いケアプラン作成につなげる
（要介護度の進展をできるだけ抑制）

家事・食事

クラウド

ケアマネジャー
離れて暮らす家族

連携

訪問介護スタッフ

入浴・排泄 移動・睡眠

外出頻度 居室温度 問題行動

リアルタイム定期確認

情報連携

適切な
ケアプランで
サービス提供

データから利用者に
合ったケアプラン作成

センサーシステム概要

 家族呼び出しボタン
緊急時、体調不良時に押してもらう。
家族へ通知、カメラ確認し状況によっては
救急車手配

 マルチセンサー（人感・温度・湿度・照度）
日常生活リズムの把握
トイレの利用状況
脱衣所・洗面台の利用状況

 バイタルセンサー
ベッド在時間確認
睡眠・覚醒サイクル確認
心拍数・呼吸数の確認

緊急時連携




